
学 術 雑 誌 の 発 生

一抄録－

学術雑誌が、どのように生みだされたのか

を知るために、１６６５年の学術雑誌の誕生にい

たる歴史状況を整理した。とくに、旅や学術

的私信の役割、書籍市とその目録の重要性に

触れた。そして、ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳ；ａｖａｎｓと

ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓを紹介し、初期

の学術雑誌の編集上の問題や主な編集者にも

言及した。過去を振りかえることで、学術雑

誌のアイデンティティをとらえようとしたも

のである。

１。 はじめ に

今から３２０年前の１６６５年に、 ２つの学術

雑誌が創刊された。それ以来、学術雑誌は科

学コミュニケーションの中心的なメディアと

して発展してきた。現在、学術雑誌の最も総

合的なガイドであるＵｌｒｉｃｈ’ｓＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

ＰｅｒｉｏｄｉｃａｌｓＤｉｒｅｃｔｏｒｙの１９８４年版を見ると、

約６６，０００誌がリストされている。さらに、補

遺版にあたる Ｕｌｒｉｃｈ’ｓＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｐｅｒｉ－

ｏｄｉｃａｌｓ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ，Ｉｒｒｅｇｕｌａｒ Ｓｅｒｉａｌｓａｎｄ

Ａｎｎｕａｌｓによると、年報や不定期な逐次刊行物

が約３５．０００誌あることがわかる。合計約１０万

誌の逐次刊行物が、カレントに流通している。

世界で最も包括的な学術雑誌の収集を行って

いるＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙＬｅｎｄｉｎｇ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ（Ｂ

ＬＬＤ）の現行受入目録である ＣｕｒｒｅｎｔＳｅｒ－

ｉａｌｓＲｅｃｅｉｖｅｄ、１９８５年版によると、約５４，０００

誌があげられている。学術雑誌の数は、その
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定義により違いはあるが、膨大な数に成長し

た訳である。

学術雑誌の製作方法に関しては、活字活版

印刷が１９６０年代まで主流であったが、１９７０

年代に入って電算写植へ移行しはじめた。・い

わゆる金属活字によるＨｏｔｍｅｔａｌシステムか

らＣｏｌｄ システムへの変化である。また、紙と

いう形から、エレクトリック・フォームへの

転換もはじまり、ＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃＪｏｕｒｎａｌ として

出現している。今後、学術雑誌がどのように

変化し、科学コミュニケーションにおける主

要なメディアとして生き抜いていくのか興味

深いものがあろう。

しかし、本論では未来を展望し現在の問題

点を整理する前に、１６６５年の２つの学術雑誌

の創生期に焦点をあて、当時の歴史的状況を

振り返ってみたいと思う。始源に帰ることで、

いわば学術雑誌のアイデンティティを捉える

ことができるかもしれない。

２。 中 世から近 世へ

学術雑誌の発生にいたる社会状況を概観す

るために、学術雑誌関連年表（表１）を作成

した。１５世紀の中頃、グーテンベルグに代表

される金属活字とプレス機を用いた活字印刷

術が出現した。これにより、書物の大量印刷

が可能になったのである。１４７８年、オックス

フォー‘ド大学出版部が生まれ 、１５２１年にはケ

ンブリッジ大学出版部が創設された。それま

で、大学で使用された教科書は、写字生によっ
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表１ 学術雑誌関連年表

世紀 年 －事 ・． ｀゚ 項

１５

世

紀

１４５４
（？）

１４７８

１４９２

グーテンベルグ活版印刷

ＯχｆｏｒｄＵｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓの創設

コロンブスのアメリカ発見

１６

世

紀

１５１７

１５２１

１５４３

１５６４

１５８０

宗教改革（ルター）

ＣａｍｂｒｉｄｇｅＵｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓの創設

コペルニクスの地動説、ベサリウス「人体の解剖」

フランクフルト書籍市で、最初の「書籍市目録」が刊行された。

Ｅｌｓｅｖｉｅｒ書店がライデンに設立された。

１７

世

紀

１６０３

１６０９

１６２８

１６６２

１６６５

１６７０

１６８２

アカデミー・ディ・リンチェイ（イタリア）が結成された。

ガリレオの木星発見（地道説を支持）

ハーベイ「血液の循環」を出版

ＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙｏｆＬｏｎｄｏｎ設立

ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ（フランス）とＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ（イギリス）の創刊

ＭｉｓｃｅｌｌａｎｅａＣｕｒｉｏｓａドイツ最初の学術雑誌の創刊

ＡｃｔａＥｒｕｄｉｔｏｒｕｍ（ドイツ）の創刊（ラテン語）

１８

世

紀

１７１７

１７９７

ＡｃｔａＭｅｄｉｃｏｒｕｍ Ｂｅｒｄｉｎｅｎｓｉｕｍドイツ最初の医学雑誌（ラテン語）

ＭｅｄｉｃａｌＲｅｐｏｓｉｔｏｒｙアメリカ最初の学術雑誌

て筆写された手写本であったが、印刷本の出

現により、教育の普及と拡大が可能になった。

宗教の面から見ると、ドイツから発生した

１５１７年のルタ¬による宗教改革運動に、印刷

術は大きな役割を果した。当時、教会の腐敗

－

がひどく、ルターは神の言葉（聖書）にのみ

したがうべきであるという「聖書中心主義」

を主張した。荘厳な教会で、司祭による話し

言葉によって神と出会うのではなく、各人が

印刷された聖書を通し、直接に神の言葉と触
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十れることを説いたのである。１５３４年に、ルター

は、特権的上層階級の言語であったラテン語

でなく、人々の日常語であったドイツ語訳の

聖書を出版しはじめていた。また、彼は自ら

の著作を印刷し、民衆への布教のための有効

な手段としたのであった。ルターの宗教改革

運動は、印刷術の普及が大きな力となった。

活字印刷技術は、全ヨーロッパに広められ、

それまでの話し言葉を中心とした不安定で伝

達速度の遅いｏｒａｌｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎから、正確

に情報を共有することのできる、書き言葉に

もとづいたｗｒｉｔｔｅｎ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎを中心に

した世界への移行を可能にした。

３。 旅と 学術的私信

中世の学術情報ネットワークの基本は、旅

によって形成されていた。研究者は、ヨーロッ

パ各地にある大学や寺院を遍歴し、同学の研

究者と知識を交流し合い、貴重な写本を閲覧

したのである。新しい科学知識も、大学から

大学へとワンダリングする学者によって伝達

された１）ので、その普及速度はゆっくりとし

ものになったであろう。

旅とともに、中世末期の科学コミュニケー

ションの手段として、学術的私信（ｓｃｉｅｎｔｉｆ－

ｉｃｌｅｔｔｅｒ）をあげる必要かおる。 近代的な郵便

制度は、当時はまだ形成されておらず、１６－

１７世紀を待だなければならなかった。しかし、

私信は遠くの土地へ旅に行く近在の人々に託

されたりするだけでなく、ヨーロッパ各地を

流浪する人 （々行商人、職人、巡礼、旅芸人）

によって配布された。ただし、確実に届けら

れるのか不安 もあり、さらに時間のかかるも

のとなっていた。例えば香内２）は、１４世紀のイ

タリアを代表する詩人であるペトラルカの例

をあげていた。「ペトラルカは、ボッカッチョ

あてに七ヶ月前に書いた手紙が、まだ頼んだ

男の手もとにあることがわかったと嘆いてい

る」というものであった。

このように、伝達の遅延・不確実性という

ー

欠点はあったものの、」６－１７世紀に’なると、

ヨ`－ロッパ各地に散らばっていた研究者は、

同学の友に向けて新しい発見や興味ある観察

記録を、私信にして伝達した。手紙をうけた

研究者は、近くの仲間に伝えたり、さらに関

心かおりそう な遠くの友に転送したりして、

新しい知識が徐々にではあるが波及していっ

たのである。

しかし、このように学術的私信による伝達

では、新しい知識を広く迅速に伝えられるこ

とができないという欠点の他に、プライオリ

ティを確定できないという問題が生じた。中

山
３）
は「雑誌がなく、研究が個人書簡のかたち

で伝達される間は、誰がはじめて発見したか

という先取権をめぐって、ニュートンとフッ

クの間、ニュートンとライプエッツの間など、

いさかいが絶えなかった」と記していた。プ

ライオリティをめぐる争いを解決するには、

第三者による業績の認定とその公表が必要と

なる。また、より迅速で広汎な伝達を行うた

めには、私信に代わる、より適切なメディア

が要請されたのである。こうして、１６６５年の

学術雑誌創生への土壌がつくられていった。

４． 書籍市と 書籍市目録

活版印刷が出現し、大学に出版部門が創設

されると、学者たちは自著を売るために様々

な土地へ旅をするようになった。た七かに写

本時代から比較すれば、より多量な情報が流

通するようになったが、その伝達速度はほと

んど改良されなかった。何故なら、学者たち

は、彼らの研究業績かおる程度まとまったも

のになるまで、単行書として出版することが

なかったからであり、そしてさらに、旅によ

る巡回販売には時間がかかり、効率が悪かっ

たからである。 ‥

１６世紀に入ると、ヨーロッパ各地に印刷業

がおこり、書籍の出版が盛んに行われるよう

になった。初期の印刷家は、自ら出版物を販

売して回っていたが、し１６世紀後半になると、
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印刷・出版と販売とが分離していく傾向になっ

た。良書をつくれば売れるという訳ではなく、

すぐれた販路を持たなければならなかった。

１５８０年には、Ｅｌｓｅｖｉｅｒ社がオランダのライデ

ンに設立されており、書籍販売人（ｂｏｏｋｓｅ－

Ｈｅｒ）が力を持つようになった。優れた書籍を

いかに配布するかは、困難な問題であった。

また書籍を必要とする人々も、求めるものが

どこで出版され、どのように人手できるのか

を知りたがっていた。書籍を媒介とした知識

のコミュニケーションネットワークを整備し、

その中心地を形 成す る必要があ った． こうし
４）

て、書籍市がうまれたのである。市には、各

地から印刷された書籍が集められ、それを求

める人々が参集した。印刷家、出版人、販売

人、学者、知識人などが集っただけでなく、

大道芸人や様々な商人も、市へくる人々を目

当てにやってきたようである。

けれども、市に集まった人々が、そこに出

品されたすべての書籍を見ることは困難であ

り、求める書籍を見つけるのは容易なことで

はなかった。これらの問題を解決するために、

フランクフルトで最初の書籍市目録が １５６４

年に刊行された。単行書を中心とした出版洪

水という現象が、すでに当時存在していた訳

である。巡回販売方式から、市を中心とした

卸売販売方式への移行、そして、書籍市目録

による出版情報のコントロールが意図され、

出版量の増大に対応した流通体制が組織化さ

れていった。

書籍をより広い読者層に知らせることを意

図した書籍市目録は、紛れもなく有用な二次

出版物であった。しかし、問題がすべて解決

された訳ではなかった。市へ出品された書籍

が網羅的にリストされているが、個々の書籍

の解説や評価がなされてはいない。つまり、

今日の書評（ｂｏｏｋｒｅｖｉｅｗ）の機能はなかった。

学術雑誌の出現にいたるきざしは、ここにも

存在していたのである。Ｂａｒｎｓ^ ）は、学術雑誌

の発生をつぎのような視点から分析していた。

「１５６４年以後、フランクフルトで出版された

半年刊の美しい書籍市目録のように、本の商

取引によっておこされた継続的な目録が、学

術雑誌の発生とその性質に影響したと考えら

れる。世界最初の学術雑誌であるＪｏｕｒｎａｌ

ｄｅｓＳｃａｖａｎｓの初代編集人であるＤｅｎｉｓｄｅ

Ｓａｌｌｏ は、書籍市目録の存在とその欠点とを

心に描いていたのだろう」と記していた。

今日、書評欄は多くの雑誌に見られる。書

評は、ともすれば忘れがちであるがそれは学

術雑誌の創生と深くかかわっているだけでな

く、学術雑誌の本質的役割を担ってきた部分

であることが理解できる。

こうして、旅、学術的私信、単行書、書籍

市とその目録といったメディアやコミュニケー

ションの仕組そのものの内部に、１６６５年の２

つの学術雑誌を産み出していく基盤が含まれ

ていたのであった。

５、１６６５年、ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｑａｖａｎｓと
ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ の創刊

１６６５年は、学術雑誌の歴史を語る時、忘れ

ることのできない年である。つまり、１６６５年

１月５日、フランスでＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ

が創刊され、さらに同年３月６日にイギリス

でＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ が刊行された

のである。

Ｐｏｒｔｅｒ^ ）によればくＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ

は週刊で、初号は２０頁、内容は１０の論文、レ

ター、ノートなどからできていた。そして、

つぎの５項目の内容を主に提供しようとする

ものであった。

１． ヨーロッパで出版された書籍に関する有

益な情報を目録し提供する。

２． 有名人の死亡記事とその業績を要約する。

３． 気象データを記録し、有用な機械の発明

を記載し、自然現象を説明するために物理

学、化学、解剖学などの実験を報告する。

４．市民社会、法庭などの主な決定事項や大

学への批判をのせる。
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５． 知的関心のある人々に価値があるような

現在の事件を知らせる。

今日から見れば、第３項が重要であろうが、

この雑誌を特徴づけるのは、むしろ第１：頃で

あり、書評誌的性格を兼ねた総合雑誌と呼べ

るものであった。

一方、ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ は、１６

頁で、序文、９つの論文、重要な自然科学関

係の本のリストからなる月刊誌として創刊さ

れた。この雑誌は、 ２ヶ月前に創刊された

ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ を明らかに意識してお

表２ １７世紀の学術雑誌の発行国分布

国 名 誌数

Ｄｅｎｍａｒｋ

Ｆｒａｎｃｅ

Ｇｅｒｍａｎｙ

ＧｒｅａｔＢｒｉｔａｉｎ

Ｈｏｌｌａｎｄ

Ｉｔａｌｙ

１

９

４

６

４

３

Ｔｏｔａｌ： ２７

り、今日の原著論文を主体とした自然科学の 表３

学会誌の原形となるものである。Ｍｃｋｉｅ は、

ＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙが ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ の創

刊号を手に入れ、その内容について議論し、

そしてより ≒ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌ”（学術的）な内容

をもった同様の出版物が必要であるという結

論に達したことを紹介している。つまり、国

政や宗教界の事件を除外し、より多く新しい

実験や観察に関する記事の掲載に努めるもの

であった。

この ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ は、以後

の学会出版物のモデルとなったものであり、

創刊時から編集者（ＨｅｎｒｙＯｌｄｅｎｂｕｒｇ ） と

ａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ の評議会 メンバーによって、 論

文は査読され、十分なものであるとされると、

印刷にまわされた。編集者と学会が、掲載内

容に責任をもって、公刊していたのである。

ただし、ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓがＲｏｙ－

ａｌＳｏｃｉｅｔｙ の公式出版物になったのは、１７５３’

年の４８号からであるが、これは両者の関係を

公的に明示したということであり、創刊時か

ら緊密な協力によって発行されてきたことに

かわりはない。

なお、１６６５年の２つの学術雑誌の創刊以後、

１７世紀にはこの２誌を含め２７誌がうまれた

（表２）。国別にみると、フランス９、イギリ

ス６、オランダ４、ドイツ４、イタリア３、

デンマーク１となっていた。そして、 １８世紀

になると、７５５誌が創刊されている（表３）。

－

１８世紀の学術雑誌の発行国分布

国 名 誌数

Ａｕｓｔｒｏ―Ｈｕｎｇａｒｙ

Ｂｅｌｇｉｕｍ

Ｂｏｈｅｍｉａ

Ｄｅｎｍａｒｋ

Ｆｒａｎｃｅ

Ｇｅｒｍａｎｙ

ＧｒｅａｔＢｒｉｔａｉｎ

Ｈｏｌｌａｎｄ

Ｉｔａｌｙ

Ｍｅχｉｃｏ

Ｎｏｒｗａｙ

Ｐｏｌａｎｄ

Ｐｏｒｔｕｇａｌ

Ｒｕｓｓｉａ

Ｓｐａｉｎ

Ｓｗｅｄｅｎ

Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ

ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ

２６

４

５

２６

９６

４０１

５０

４３

２９

３

１

２

１

４

５

１６

３７

６

Ｔｏｔａｌ： ７５５

この表２と表３は、１７－１８世紀の医学と自

然科学分野の定期刊行物の書誌を編集したＦ．

Ｈ．Ｇａｒｒｉｓｏｎ の論文から作成した。

１８世紀のリストで注意する点は、ドイツで

４０１誌という大量な雑誌が創刊されているこ

とである。これは、当時のドイツが、小国の

連合体として存在しており、一国としての統
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一がなされていなかったことや、個人誌とで

も呼べるような小規模誌を多く含んでいるか

らであった。１７－１８世紀の雑誌は、いずれ

循 知命なものがほとんどであり、オリジナル

な実験成果を記述するような論文を多く含ん

でいたのではなかった。今日の科学論文的な

ものが出現したのは、１８世紀末になり、物理

学、化学、生物学、農学、医学などの専門雑

誌が出版されるようになってからである。

６。 初期の編集上 の問題点

１７、１８世紀の学術雑誌が短命であった理

由として、Ｂａｒｎｅｓ は効果的でない不慣れな編

集の当然なる帰結であろうと指摘していた。

また、学術雑誌は単行書を中心とした出版物

の大洪水を背景に産み出されたのであるが、

逆説的に初期の学術雑誌は原稿不足に悩まさ

れていた。その他、当時の編集上の問題点を、

Ｂａｒｎｅｓの論文 にもとづいてあげてみたい。

原稿不足のあとは、単独編集による失敗で

ある。これは、一人の編集者の死や引退によっ

て、雑誌の刊行が中止されてしまうことがあっ

たからである。そのため、１８世紀末頃までに

雑誌編集の共同化、つまり編集を一人でなく

委員会で行うよう一般化された。

つぎにあげられるのは、今日も同じような

組営問題であろう。学術雑誌出版活動は、独

立して運営するのが困難な事業である点では

現代も同様である。ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓ の

創刊が、書籍販売カタログの延長でもある書

評誌としての機能を強く持っていたことから

推測できるように、出版社や書店が雑誌出版

を広告媒体として支援したのであろう。この

結果として、書評にとりあげる本の選択は、

編集者でなく、経済的支援者である出版社や

書店によってなされた。Ｂａｒｎｅｓは、出版社が

雑誌の創刊に協力した事例を記した後に、つ

ぎのように述べた。「編集者が、特定の著者

や出版社の望みにかかわらず、書評にとりあ

げる本を自由に選択し論じることが可能比なっ

ー

た時に、このような初期の学術雑誌の編集実・

践が、異例なも沈）としてみなされるようになっ

た」と記していた。現代において も、医学雑

誌と製薬メーカーの広告掲載をめぐり、編集

内容の自立についての議論も聞くが、初期の

学術雑誌編集の自立は、経済的にも困難であっ

た。

７。 初 期の編集者

１７世紀の代表的編集者として、Ｊｏｕｒｎａｌ

ｄｅｓＳｃａｖａｎｓ 、Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌ Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ、

ＡｃｔａＥｎｉｄｉｔｏｒｕｍ の３誌の編集者をとりあげ

ることにした。いづれも、１７世紀を代表する

学術雑誌である。

ＤｅｎｉｓｄｅＳａｌｌｏ（１６２６－１６６９）は、Ｊｏｕｒｎａｌ

ｄｅｓＳｃａｖａｎｓの最初の編集者であり、Ｓｉｅｕｒ

ｄｅＨｅｄｏｕｖｉｌｌｅ の筆名を使用していた。彼は、

パリのＡｃａｄｅｍｉｅ ＲｏｙａｌｅｄｅｓＳｃｉｅｎｃｅｓ の設

立に主要な役割を演じ、ツレイ１６世の大臣をつ

とめたＣｏｌｂｅｒｔの友人であった。Ｊｏｕｒｎａｌはフ

ランス国家の支援をうけていたが、内容的に

は、国家権力から自立したＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙ の

ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ よりも、広い読

者を想定したものであった。このことは、ｄｅ

Ｓａｌｌｏが、Ｊｏｕｒｎａｌの刊行回数を週刊とし、研

究者だけでなく市民を含めたより広範な人々

への、より迅速な伝達を目標とし、そのため

にニュース価値を重視し週刊を決定したこと

に示されている。

一方、ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ の編集

者ぱ、ＨｅｎｒｙＯｌｄｅｎｂｕｒｇ（１６１５－１６７７） で

ある。ＤｉｃｔｉｏｎａｒｙｏｆＮａｔｉｏｎａｌＢｉｏｇｒａｐｈｙ（Ｄ

ＮＢ）によれば、彼こそ世界最初の学術雑誌

編集者であるとされている。Ｏｌｄｅｎｂｕｒｇは、

ＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙ の書記として採用され、学会

に送られてくる研究者からのレターによる情

報のまとめ役として存在していた。いわば、

私信を通してのインフォーマル・コミュニケー

ションの中心に位置していたといえよう。

ＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙ の活動の一環として、コミュ
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ニケーションをフォーマルなものに組織して

いくことが彼の仕事になったのである。ただし、

Ｏｌｄｅｎｂｕｒｇは、ＪｏｕｒｎａｌｄｅｓＳｃａｖａｎｓと異なり、

ニュース性よりも学術性を、大衆よりも専門

家向きの雑誌づくりを意図し、そこで週刊で

なく月刊の発行こそがふさわしいと決定した。

当時、雑誌出版が成功するには、編集者が

科学アカデミーや研究者とコネクションを持

つ必要があり、たくさんの手紙のやりとりな

しに良い雑誌をつくるのは困難であった。編

集者は、学術仲間との私信を通して原稿を得

たのである。しかし、原稿不足は、その頃か

らすでに編集者の悩みであった。Ｂａｒｎｅｓは、

「現在の編集者と比較して、初期の人々はよ

り多く自らで原稿を書いた」と記していた。

１６８２年、ドイツの書籍取引の中心地である

ライプツィヒにＡｃｔａＥｒｕｄｉｔｏｒｕｍが創刊され

た。この雑誌は、当時の知識階級にとっての

国際語であったラテン語で出版され、ヨーロッ

パ全域への流通を目指した国際的学術雑誌で

あった。編集者のａｔｏＭｅｎｃｋｅ （１６４４－

１７０７）は、質のよい書評と論文を得るために

努力を払った。彼はすぐれたレビュアーと寄

稿者を、ヨーロッパ全土に求め、その組織化

に意を注いだのである。また、ニュートンと

の論争のもとになったライプユッツの多くの

論文を載せたことでも有名になった。

こうしてみると、初期の編集者は、著者、

書評者、レフェリーを もかね、さらに運営事

務、原稿整理や校正など、多様な業務を行わ

なければならなかった。

８。 おわり に

学術雑誌が、どのようにして生まれたのか

を知るために、１６６５年の学術雑誌の誕生にい

たる歴史状況を整理した。とくに、旅や学術

的私信の役割、書籍市やその販売目録の重要

性、そして、初期の学術雑誌の内容、編集上

の問題、主な編集者などについても紹介した。

本論は、昭和６０年９月１２日、兵庫県立成

人病センターにおける、近畿病院図書室協議

会第４４回研修会で発表した「学術雑誌の発生

と科学コミュニケーションに果たす役割」の

一部である。私にとって、学術雑誌を対象に

系統的に考えをまとめる契機となった。今後

は、発表内容をもとに、少しづつ論文化して

いくつもりである。研修会での発表にあたっ

ては、星ケ丘厚生年金病院図書室の首藤佳子

さんをはじめ、実行委員の方々のお骨折りを

いただいた。深く感謝いたします。
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２５． 生理学 教科書 の引用文献 分析

日本生理学雑誌 ＶＯｌ。４６（５）：２０９ －

２１３，１９８４．

図書館学関係の雑誌一外国編一

薬学図書館 ３０（２）：９３－１０４，１９８５．

３２． 目で見る東京慈恵会医科大学雑誌の歴史

東京慈恵会医科大学雑誌 １００（６）：

１３４７－１３５８，１９８５．

＃３３．Ａ ｒｅｃｅｎｔｔｒｅｎｄ ｏｆｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｌｏａｎ

ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｉｎｔｈｅ ｍｅｍｂｅｒｌｉｂｒａｒｉｅｓｏｆ

Ｊａｐａｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｌｉｂｒａｒｙ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

５ｔｈＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ

ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｉａｎｓｈｉｐ：ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

１．Ｔｏｋｙｏ，１９８５，ｐｐ．・８０８－８１２．

＃２６． 日本医学図書館協会加盟館の外国雑誌コ ３４・

レクションの現状（１９７７－１９８２）

医学図書館 ＶｏＬ。３１（２）：１３２－１４４．

１９８４。

２７．Ｌｅａｒｎｉｎｇｆｒｏｍ ｅａｃｈｏｔｈｅｒ：第一回図書

館情報サービス研究大会を終えて

ほすぴたるらいぶらりあん ＶｏＬ。９（１） ３５

：６－７，１９８４。 ，

＃２８． 第１［亘＼図書館情報サービス研究大会報告

医学図書館 ＶｏＬ３１（３）：２８９－２９４，

Ｒｅｆｅｒｅｅ ｓｙｓｔｅｍｓ ｏｆＪａｐａｎｅｓｅ ｂｉｏｍ－

ｅｄｉｃａｌｊｏｕｒｎａｌｓ． フ 。

５ｔｈＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓｏｎ

ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｉａｎｓｈｉｐ：ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

１．Ｔｏｋｙｏ，１９８５，ｐｐ．８１８－８２３．・

１９８４。 ’ ダ

２９． 利用しやすい参考図書の再整理

医学図書館 Ｖｏｌ．３１（４）：３４７－３５３，

１９８４。

＃３０． わが国の生物医学分野における相互貸借

ネットワークの現状

医学図書館 Ｖｏｌ．３１（４）：３９１－３９９，

１９８４。

引用文献からみた生理学Ｑ卒後教育用教

科書の分析 ニ ー 一

医学教育１７（３）：１８５－１８９μ９８６．

＃ は 、 筆 頭 で は な く 共 著 と し て 入 っ て い る も

の 。 ま た は 団 体 著 作 と し て 書 い た も の で あ る 。

な お 、 図 書 館 報 記 事 と 学 会 で の 発 表 抄 録 は 除

外 し て あ る 。 本 記 録 は 昭 和６１年 ５ 月 現 在 で あ

る ○ ’ ¶・Ｉ

２５－




